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栃木県上都賀郡今市町（現・日光市今市）に
生まれる。
東京藝術大学美術学部彫刻科に入学する。
二科展に《みみづく》で初入選。以後、
2003年まで二科展に出品する。
東京藝術大学美術学部彫刻科を卒業する。卒
業制作がサロン･ド･プランタン賞を受賞す
る。新設された同大大学院へ進学する。
二科会の若手彫刻家たちによる「彫刻集団 
刊」に参加する。
東京藝術大学大学院美術研究科美術学部彫刻
専攻（淀井敏夫研究室）を修了する。同大彫
刻科の副手になる（-1969年）。こののち同
大常勤講師に就任するまで、東京藝術大学、
東海大学芸術研究所、九州産業大学芸術学
部、美学校で非常勤講師を勤める。
二科会会友に推挙される。
二科会会員に推挙される。
東京藝術大学美術学部彫刻科講師になる。初
めての個展を東京で開催する。
東京藝術大学美術学部彫刻科助教授になる。
文部省在外研究員として米国ロードアイラン
ド・スクール・オブ・デザインおよびメキシ
コで研修する。
二科会評議員になる。
現代アメリカ美術の研究のため渡米する。
東京藝術大学美術学部彫刻科教授になる。
二科展出品作で文部大臣賞を受賞する。
二科会を退会する。東京藝術大学大学美術館
で退任記念展が開催される。
東京藝術大学を退任、同大名誉教授になる。
小杉放菴記念日光美術館で個展が開催される。
生家で個展を開催する。
永眠。享年76歳。
11月1日、日光市ふくろうの森手塚登久夫石
彫館開館。

《開館時間》10:00 - 16:00 (入館は15:30まで)

《開館日》土曜日・日曜日・祝日

　　　　　　※但し年末年始(12月29日～1月3日)を除く。

《入館料》無料

《問合せ》・館直通

       0288-22-5211 (土・日・祝 10:00～16:00)

　　　　　　・日光市教育委員会事務局生涯学習課

       0288-21-5182 (平日 8:30～17:15)

《 交 通 》・ＪＲ日光線

　　　　　　　今市駅から1㎞、徒歩15分

　　　　　　・東武日光線

　　　　　　　上今市駅から350m、徒歩6分

　　　　　　　下今市駅から1㎞、徒歩15分

　　　　　　・関東バス春日町一丁目停留所から徒歩1分

　　　　　　・日光宇都宮道路 今市インターから約1㎞

《駐車場》今市宿市縁ひろば駐車場、または杉並木公園駐車場

日光市ふくろうの森 手塚登久夫石彫館
〒321-1261 栃木県日光市今市504-1

http://www.city.nikko.lg.jp/shougaigakushuu/annai.html
WebページQRコード
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　日光市ふくろうの森 手塚登久夫石彫館は、日光

市出身の彫刻家・手塚登久夫氏(1938-2015)の作

品を展示するための施設として整備いたしました。

　この建物は、手塚氏の生家であり、古くは、1877

(明治10)年に建てられた白川屋という旅籠屋だっ

たものです。手塚氏が中学・高校時代を過ごすとと

もに、2015(平成27)年にご逝去されるまで、アトリ

エや住居として使用していました。

　その後、2016(平成28)年に、これまで制作して

きた美術作品とともに、ご遺族から日光市へご寄贈

いただきました。

　手塚氏は、栃木県立今市高等学校卒業後、東京

藝術大学において彫刻を学び、1989(平成元)年か

らは同大学の教授として、後進の育成や指導を担っ

ていました。その一方、多くの石彫を制作し、全国に

は40点を超える作品が野外展示されています。

　作品の多くは「梟」をモチーフとしております。こ

れは、少年の頃、絵画を学んでいた先生が梟を育て

ており、手塚氏が一緒に世話をした思い出によると

のことですが、作品の中には、少年時代を過ごした

ふるさとの森も表現されています。

　当館におきましては、展示している作品のイメー

ジが思い浮かぶように、名称の一部に「ふくろうの

森」を盛り込みました。

　さらに、当館は、手塚氏の作品を集約して鑑賞で

きる唯一の施設として、郷土が生んだ、そして郷土を

愛した芸術家の功績を感じていただくとともに、芸

術作品を通して、文化に親しむ感性が皆様に育まれ

る場となることを願っております。

日光市ふくろうの森 手塚登久夫石彫館

手塚氏の作品が、敷地の至る所に点在

しています。
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